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西之表市馬毛島
種子島竹島

硫黄島

天草市

東九州自動車道

https://ace1.agri.kagoshima-u.ac.jp/~takakuma/

大学の授業でぜひご利用ください
教育関係共同利用拠点
文部科学省認定（2014～2023年度）

　演習林は教育・研究のために管理している森林です。見学希望の方は，窓口
までご一報ください。車両の通行には制限がありますが，徒歩で利用できる見
学コースがあります。なお，一般の方の宿泊利用は受け付けていません。教育・
研究目的の場合には，事前の申し込み・届け出が必要になります。詳しくは下記 
演習林事務所にお問い合わせください。

2022年3月 3版  2,000部

番号 名　称 詳　細 所在地 面 積 農学部からのアクセス

高隈演習林
および事務所

大隅半島の垂水市にある一団地の森林。南九州の自然植生で
ある照葉樹二次林と，開山直後から植林されたヤクスギやケヤ
キなどの人工林を有する。火山噴出物が堆積した地質や，豊富
な湧水などが特徴。

鹿児島県
垂水市
海潟3237

森林：
3,068.11ha
建物等：
1.35ha

垂水フェリーを利用して約
90分で到着。垂水市内から
は車で20分。鹿児島空港か
らは車で80分。
公共交通機関は不便。

桜島熔岩実験場
桜島の南西部，烏島展望台の周辺に位置する。大正3年にでき
た溶岩台地で，森林化していく植生遷移を観察することができ
ます。

鹿児島市
桜島横山 37.27ha

桜島フェリーを利用。桜島港
から徒歩10分

唐湊林園 郡元キャンパスの近く，住宅街にある唐湊果樹園に隣接してい
る試験林です。森のようちえんと共同研究を行っています。

鹿児島市
唐湊3丁目 0.99ha

農学部から2.5km，
徒歩15分

（実験苗畑）
　 ？年～1959年　学内苗畑
1959年～2016年　実験苗畑
2017年～　農学部が直接管理

鹿児島市
郡元1-21-24 0.33ha

郡元キャンパスの北端にあ
ります

（垂水実験地）
1958年～1991年　垂水貯木場を設置
1991年～1999年　育苗実験地
1999年～2013年　垂水実験地（2013年 売却済み）

垂水市本城
港平3975-1 0.46ha 垂水フェリーを利用して約

60分。垂水港から車で5分。

（佐多演習林）

1909年～2004年　佐多農林実習場として設置，のちに改称
2005年～　農学部が直接管理
九州本土最南端，佐多岬の一角を占める。当初はクロマツと常
緑樹の点在する原野。のちに亜熱帯有用樹種の試験栽培を経
て，亜熱帯樹木が混生する林相に。霧島錦江湾国立公園の第
2種特別地域です。

南大隅町
佐多馬籠349 229.23ha 垂水フェリーを利用して

約160分。
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表-10　演習林一覧

この冊子は間伐材を使った
紙を使用しています

間伐材マーク

（間伐材クレジットパルプ10％以上，古紙30％以上）

（2016.07・事務所空撮）



管理棟の給水塔から，最高峰ビシャゴ岳（885ｍ）を望む。左端が115林班，右端が109林班，手前は実習苗畑（2022.01）

木材やきのこ,山菜などの生産の場に
なっています。

（2019.11・119林班009小班） （2021.07 串良川源流） （2019.10 山の神） （2022.02 長尾土場）

鵃岳▲



長柄鎌による下刈作業と桜島の灰
(1982年・114林班り小班） 懐かしの車両アルバム(1991年？）

林内車を使った間伐実習
(2000年度の農学部概要より）

森林環境教育による利用が盛んになる
(2005.05・キャンプ場）

史上最大級の台風災害で被害多発。
県道71号も寸断(2016.09・105林班003小班）



表-3 主な施設

高隈演習林
管理棟

◆トイレ
　・男性用2カ所， 女性用2カ所

◆浴室
　・男性用1， 女性用1， 洗濯機， 乾燥機

◆展示室
　・パネル展示， 木材の標本展示， 屋久杉の円板標本など

◇教員宿泊室
　・定員1名×和室1室， 洋室1室

◇学生宿泊室
　・定員6名×5室， 8名×1室， 10名×1室

◆宿泊室 【収容人数：50名】
　・宿舎内無線LANあり。
　（パスワード　taka1　taka2）
　・内装には全国各地の銘木を教材として使用

◆食堂 【50名収容】
　・バイオマスエネルギーの教材として薪ストーブ

◆講義室 【40名収容】　・プロジェクター， 音響設備

◆事務室 （コピー機， FAX， AED自動体外式除細動機等）
◆会議室 【10名程度】

2021.12現在

図-4　演習林組織図

バックホウ 4
①住友 S260-F2 PW01付（グラップル　0.4）
②コマツPC138US-8S（スイングヤーダー仕様）
　（松元システム　ザウルスヘッド　0.4）
③コベルコSK45-SR （0.25）南星ウインチ PW01付
④コベルコSK55-SR（0.25）松本ウインチHW20ACB付
ブルドーザー（CAT三菱 D3G） 1
フォワーダ(イワフジ U2)，林内作業車 3
その他
　・チェンソー，刈払機，発電機，
　  乗用芝刈機，タイヤショベル（コベルコ LK50Z-6），
　  コンパス，バーテックス等 

2021.12現在

森林GIS，航空レーザー計測成果 1
気象観測機器 1
林業労働災害VRシミュレーター 1
ドローン 1
ハイゼット 4WD 1
ハイエース 4WD 1
プラド 4WD 1
ダンプトラック(三菱ふそう 2t) 4WD 1
ダンプトラック(日野 4t) 1
マイクロバス（日産シビリアンSX 29人乗） 1
トラック(日産 6.5t 2.9tｸﾚ ﾝー) 1

演習林は,3000ヘクタールの広大な土地と豊かな自然環境に恵まれ，
先人達の100年の営みに支えられた貴重な森林資源を最大限に活用し，
教育・研究と地域社会の持続的な発展に貢献します。

③唐湊林園

①高隈演習林および管理棟

①高隈演習林および管理棟 ②桜島溶岩実験場 ③唐湊林園

②桜島溶岩実験場

　高隈演習林の南部に，事務室や宿泊施設を含む管
理棟があります。建物は，1980年（昭和55年）に現在
の場所に移築しました。2007～2009年度の改装時
に，演習林産のスギ・ヒノキを内装材に用い，宿泊室の
壁板には全国各地の銘木を使い，教材としての役割を

果たしています。
　主な設備としては，森林GISや気象観測機器（リアルタイムで情報提供中）
などの研究機器のほか，森林施業を行うための大型重機を所有していま
す。なお，飲料水は，約4km先の水源地から供給される天然湧水です。これ
を使用した芋焼酎「きばいやんせ」と「春秋謳歌」は大学オリジナル商品と
して県内で限定販売されています。

教育9%

高隈演習林
大学構内
計

教授
-
2(１)
2(１)

准教授
1
-
1

講師
-
*1
1

助教
-
-
0

事務職
2
-
2

技術職
5
-
5

パート
3
2
5

計
11
5(1)
16(1)

注1：(　)は併任　　注2：*は特任

2021.12現在

表-2 スタッフ構成

維持
31%

社会貢献
9%

教育9% 研究6%
土木7%

造林9%

木材生産
29%

図-5　業務内容の
　　    内訳
（2016-2020年の平均）

表-4 主な設備
図-1　利用者総数（3年間平均） 図-2　利用者内訳

　　  （2015-2019年の平均）
図-3　利用者内訳
　　  （2015-2019年の平均）事業別 対象者別

その他188人（5％）
研修298人（7％）

社会貢献
1,089人
（27％）

研究
458人（11％）

共同利用
666人（16％）

教育
1,372人
（34％）

その他188人（5％）児童生徒
411人（10％）

一般
659人
（16％）

他大学
704人（17％） 教職員311人（8％）

学生
1,799人
（44％）
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1,000

2,000

3,000

4,000

5,000 その他
研修
社会貢献
研究
教育

2019-20202016-20182013-20152010-20122007-20092004-2006

897 
1,835 1,536 1,219 1,018 

669 628 623 910 729 440 

304 
1,501 1,677 1,628 1,818 2,084 1,397 

07年の松枯れを経たクロマツ林
(2019.02・烏島展望台から鹿児島市内方面)

多目的に利用されている都市近郊林
(2021.01)

4,071人/年  4,071人/年
2,536

3,987 
4,364 4,525 4,336 

3,270 

成林したスギの人工林。76年生（2011.06・107林班082小班）

　演習林は，巨大な教室であり，また実験室であるといえま
す。演習林の士地は鹿児島大学の93%を占めていて100年
の歴史に支えられた有形無形の財産が蓄積されています。そ
の一方，環境問題や，自然と調和した持続可能な森林資源の
維持管理が，私たちに等しく課せられた課題となっていま
す。このような課題に対応した教育・研究がいま 大学に求め
られていますが，それを実践的に展開するフィールドがここ
演習林です。
　本学は，浪習林をもつ全国27大学の中で5番目に広い森
林を有し，高隈演習林をはじめとして，次の3ヶ所のフィール
ドを管理しています。



　暖帯南部に属し，照葉樹の二次林が大半を占めていま
す。森林のうち人工林は36%あり，大半がスギで，戦前の植
林も比較的多い（24%）ことが特徴です。木本は301種類，
草本は653種類が記録されています（昭和43年 迫報告に
よる）。ほぼ原生林とみなされる学術参考林（七ツ谷山系
）などでは，イタジイ・イスノキ・ウラジロガシ・タブノキ・マ
テバシイなどの背の高い常緑広葉樹，中層に
はサザンカ・アオガシ・シキミが多く，低層に
はアオキ・サツマイナモリ・モミジコウモリな
どが姿をあらわします。桜島のすぐ東側に位置
するため，標高の高い場所などでは，かつて草
地だったところも多くあります。
　また，哺乳類は少なくとも15種類，鳥類は
98種類が確認されています。

延長(m)
35,633
13,970
16,550
66,153

密度(m/ha)
11.6
4.6
5.4
21.6

（2021年度）
（2021年度）
（1995年度）

（1913～2020年）

植物・
   動物

↓垂水市街へ

↑霧島市へ

　高隈演習林は，面積3,068.11ha。大隅半島の北部にあ
り，鹿児島市の対岸，桜島の東方に位置します。錦江湾（姶
良カルデラの外壁部分）に沿って，南の高峠(722m)から中
央部のビシャゴ岳(885m)を経て，南北に尾根が伸びてい
ます。この稜線を分水嶺として，東側は串良川の源流域を
形成する丘陵地形となり，演習林から流れた水は高隈ダム
（大隅湖）に蓄えられ，笠野原台地をうるおしたのちに志
布志湾に向かいます。西側および北側は，錦江湾に向かう
急傾斜地となっています。南側には，ブナの南限地として知
られる高隈山森林生物遺伝資源保存林（国有林）がありま
す。演習林の標高は70m～885mで，500m以上の場所が
半分を占めています。管理棟（事務所）は演習林の南端，標
高542mの位置にあります。

　年平均気温は14.5℃，年間降水量は3,400mm程度で，
霧が多く湿度が高いことが特徴です。台風時の北東～南
東の風は強烈で，集中豪雨に見舞われることもしばしばあ
り，林地の崩壊や樹木の風倒・風折の被害を受けることも
多くあります。雪はほとんど降らず，数cmの積雪が年に１～
２回あるかどうかといった程度です。

地質・
   土壌

　地質は，中生代白亜紀の付加体堆積物（泥岩が優勢
な四万十層群）が多く分布します。南東の一角には高隈
連山から続く新生代の花崗岩があり，南部に第四紀の入
戸火砕流（≒シラス），北部に百引火砕流が堆積し，溶結
凝灰岩が分布することが特徴です。そして地表面近くに
は，比較的新しい，桜島からの噴出物を観察すること
ができます。土壌としては，普通または淡色アロフェ
ン質黒ボク土が優勢です。主に火山灰を母材と
し，保水性や透水性が良く，耕起が容易である
ことが特徴です。

高峠山頂（一部は国立公園第2種特別地域）
からみた桜島(2019.09)

近年で一番の大雪。駐車場で30cm。
気温はマイナス7.9度(2016.01・高峠と市道)

堆積したシラスが川岸で崖を形成している
(2018.03・106林班と107林班の境)

図-6 平均気温と降水量



【計測学実習など】
現場でさまざまなものを観察し，計測し，分類し，分析を加えるなどして，森林の構造や仕組みを解明する基礎的な手法を学びます。

【基礎実習など】
現場でしか体験できないことがあります。林業作業や屋外活動を通して，機械・道具・身体の使い方などを，多様なフィールドで体験します。

【フォレスター総合実習など】さまざまな学習内容を統合し，総合的な観点から森林管理を行えるようになることや，森林を通じた人間活動（生活・文化・人間関係・非日常性）から学ぶことにも注目します。

表-7　実習科目一覧（2019年度）

4 自然学校へ行こう 　共通教育 1～4
2 森林科学基礎特論 森林科学コース M1
3 森林資源科学特別講義 森林科学コース M1
2 森林基礎実習Ⅱ 森林科学（必修） 3
3 森林利用学実習 森林科学（必修） 3
3 自然体験活動入門講座 　共通教育 1～4
1 砂防学実習 森林科学（必修） 3
2 森林キャリアデザイン 森林科学（選択） 3
4 暖帯林実習 森林科学（必修） 2
8 森・ひと・体験 　共通教育 1～4
5 フォレスター総合実習 森林科学（選択） 3
4 森林基礎実習Ⅰ 森林科学（必修） 2
5 森林計測学実習 森林科学（必修） 2

4～5月
5月
7月
8月
〃
〃
9月
〃
〃

9月・12月
10月～1月
2月
〃
合計

 時期 日数 実習名 対象コース 学年

46日　　※年明けからコロナの影響あり

　高隈演習林は，四季折々の森林を教科書として，五感をフ
ル活用し，具体的で実践的な活動をするためのフィールドで
す。ここでは，１年を通じて多くの学生が演習林に泊まり込
み，集団生活を経験しながら野外で実習を行います。机上の
知識と，実際の体験とをつなぎあわせることで，深い学びに
導きます。
　森林科学コースの学生は，およそ1週間単位の実習を卒業
までに5～8回受講します。また，全国的にも珍しい，林業を
専門的に学ぶ社会人を対象とした大学院生のフィールド演習
も実施しています。

　1979年に始まった岩手大学との交換実習の長い歴史があ
り，2011年からは全国の演習林が協力して行う単位交換の
「公開森林実習」を2科目開講しました。これらの実績を背
景に2014年から文部科学省の「教育関係共同利用拠点」に
認定され，文理系の分野を問わず，多くの大学などの教育
フィールドとして利用者を受け入れてきました。2018年に第
二期として再認定を受け，林業教育分野，環境教育分野，防
災教育分野，動植物教育分野，さらには地域コミュニティの
分野で教育をサポートしています。長崎大学教育学部，琉球
大学農学部，志學館大学など多くの大学が継続的に来演す
るなど，全国各地の高等教育機関の演習林として活動の幅を
広げています。

　自然界の法則を調べ，人と自然のつきあい方を考える研
究はとても重要ですが，すぐに結果が出るものばかりではあ
りません。演習林では，人の一生では観察しきれないほど長
い森の時間につきあい続けます。
　演習林で得られた研究成果は論文などとしてまとめられ
ています。その内容の一部や，成果物のタイトル一覧は，「演
習林研究報告」として毎年公表しています。

野生動物と林業との関係性や，動物・植物の基本的な生育状況を観察します。
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図-7　利用者数（教育）（３年間平均）
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図-8　利用者数（研究）（３年間平均）

（2016.02・115林班011小班）

（2019.09・108林班023小班）

（2010.07・116林班024小班）

（2015.08・119林班）

現場での実体験を通じてしか得られない学びがあります（2013.08・108林班066小班）

教育関係共同利用拠点  since2014

 2 宮崎大学 農学部 3.4
 5 長崎大学 教育学部 3
 3 北九州市立大学 地域創生学群 2~4
 2 志學館大学 1~3
 1 中国・華中農業大学 3.4
 2 筑波大学 生物資源学類 4
 5 長崎大学 教育学部 3
 3 岩手大学 農学部 2
 7 琉球大学 農学部 3
 4 宮崎大学 農学部 3.4.Ｍ
 15 西日本工業大学 工学部 4.Ｍ
 3 長崎大学 教育学部 3
 2 中国・雲南農業大学 3.4

4月
6月
〃
7月
〃
〃
8月
9月
〃

9月・10月
11月～1月
11月
12月
合計

 時期 日数 大学名 学年

54日 　　※年明けからコロナの影響あり

表-8　共同利用実績一覧（2019年度）

1,501 1,677 1,628 
1,818 

2,084 

1,397 

628 623 

910 
729 

440 
304 

（2019.10・道の駅垂水・足湯と演習林）



林業人材育成
（次世代林業マイスター養成講座）
since2007

　日本の林業には，さまざまな課題があります。演習林ではこれに対応するた
め，2007年から林業技術者を対象にした研修会を行っています。この講座の
目的は，安全と環境に配慮しながらも，木材生産・再造林のコスト縮減や，ICT
活用等による高度な森林の管理・経営を，持続的に実現できる次世代の技術
者を育成することです。合宿形式の研修会には全国から200名以上の参加者が
あり，大学が行うものとしては先駆け的な存在として知られています。

　自然体験や自然と共生した暮らしの体験が乏しい現代人
にとって，森林は体験を通じた学びの場として欠かせない存
在です。高隈演習林では，広大なフィールドと豊かな森林・自
然資源を活用して，1999年より地域の子どもたちや市民を対
象とした森林環境教育プログラムを実施しています。
　2006年には演習林の地元大野地区の小中学校が閉校に
なったのを契機に，垂水市と大学が連携して演習林で実施し
てきた森林環境教育プログラム等を専門に提供する「大野
ESD自然学校」ができました。演習林の地域貢献事業として
自然学校の活動に協働するとともに，学生が授業やボラン
ティアとして自然学校の活動に参加しています。さらに学生は
大野地区との交流を深め，農作業のお手伝いや集落行事へ
の参加、伝統芸能「棒踊り」の継承など、農山村の暮らしと文
化を学ぶことを通じて地域の活性化にも大いに役立って
います。
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2019-20202016-20182013-20152010-20122007-20092004-2006 年度

延べ人数

図-9　利用者数（社会貢献） （３年間平均）
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持続的な資源活用のために，林業の責任とこれからの技術者育成について考えます
（2020.08・117林班027小班に隣接する国有林から垂水市内を望む)

林業カードを使ったグループ演習
(2019.10・講義室)

演習林名物「沢登り」を始め，川・森・林業をテーマに5年生が体験から学ぶプログラムは20年以上続いています。垂水市内のほとんどの学校が演習林で体験学習をしています。

学生がキャンプ等のさまざまな自然体験活動を通じて，自然と人，人と人の関わりをじっくりと学ぶ共通教育科目。「人生が変わる授業」「世界一楽しい授業」と呼ばれています。

森・ひと・体験

棒踊りは薩摩藩時代にできた鹿児島の伝統芸能。大野地区の棒踊りを2007年から鹿大生が踊り，集落の文化継承の一翼を担っています。勇壮な踊りは大学祭でも披露しています。

棒踊り

森林環境教育活動の実例

垂水小学校総合学習

（2019.09・キャンプ場）

（2017.09） （旧 大野小中学校）

897 

1,835 

1,536 

1,219 

1,018 

669 

森林を題材にした環境教育プログラムの実践例。次代の社会を担う人を育てる（2008.11・107林班038小班）



　1955年前後から木材生産が盛ん
に行われました（年間50ha程度。図
12）。それに続く20年間は，皆伐地に
植林した人工林の保育作業に追わ
れました（下刈を年間400ha。図13）。
そして近年，ようやく人工林の多くが

資源充実期に至り，生産量・生産額ともに増加傾向にありま
す（生産量1,800m³。生産額1,500万円。2016-2020年の平
均値。図14）。
　なお，作業の実施形態としては，職員実行による木材生産
と，以前から行っていた保育作業の委託に加えて，委託間伐
や立木処分による木材生産も行うようになってきています。

　高隈演習林は，天然林1,881ha（61%）と，人工林1,105ha（36％），その他82ha（３%）で構成され
ています。人工林は，スギ（923ha。森林の30%）と，ヒノキ（136ha。同４％）が多く，蓄積量として
は，スギが52万m³，ヒノキが6万m³あります。スギ・ヒノキの林齢構成は，51-60年生（11-12齢級）に
ピークがあり，51年生以上の面積が79%あります。逆に，45年生（９齢級）以下の比較的若いスギ・ヒ

ノキ林は11％しかありません。また，研究林としては，人工林の樹種のバリエーションが少ないことなども，今後の課題の
ひとつです。（出典は森林簿2019.04版）

施業
   実績

人工林
36.0%

スギ
30.1%

広葉樹
61.3%

ヒノキ 4.4%

天然林
61.3%

その他 2.5%
マツほか 1.5% 竹林 0.1%

図-10　林種別・樹種別の
　　　  面積割合

表-9　樹種別の面積・蓄積量

図-11　主な樹木の齢級構成
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図-14　木材生産量（棒グラフ）と
　　　  生産金額（折れ線）の推移（2004-2020）
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図-13　保育面積（1955-2019）
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図-12　木材生産面積（1955-2019）
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西之表市馬毛島
種子島竹島

硫黄島

天草市

東九州自動車道

https://ace1.agri.kagoshima-u.ac.jp/~takakuma/

大学の授業でぜひご利用ください
教育関係共同利用拠点
文部科学省認定（2014～2023年度）

　演習林は教育・研究のために管理している森林です。見学希望の方は，窓口
までご一報ください。車両の通行には制限がありますが，徒歩で利用できる見
学コースがあります。なお，一般の方の宿泊利用は受け付けていません。教育・
研究目的の場合には，事前の申し込み・届け出が必要になります。詳しくは下記 
演習林事務所にお問い合わせください。

2022年3月 3版  2,000部

番号 名　称 詳　細 所在地 面 積 農学部からのアクセス

高隈演習林
および事務所

大隅半島の垂水市にある一団地の森林。南九州の自然植生で
ある照葉樹二次林と，開山直後から植林されたヤクスギやケヤ
キなどの人工林を有する。火山噴出物が堆積した地質や，豊富
な湧水などが特徴。

鹿児島県
垂水市
海潟3237

森林：
3,068.11ha
建物等：
1.35ha

垂水フェリーを利用して約
90分で到着。垂水市内から
は車で20分。鹿児島空港か
らは車で80分。
公共交通機関は不便。

桜島熔岩実験場
桜島の南西部，烏島展望台の周辺に位置する。大正3年にでき
た溶岩台地で，森林化していく植生遷移を観察することができ
ます。

鹿児島市
桜島横山 37.27ha

桜島フェリーを利用。桜島港
から徒歩10分

唐湊林園 郡元キャンパスの近く，住宅街にある唐湊果樹園に隣接してい
る試験林です。森のようちえんと共同研究を行っています。

鹿児島市
唐湊3丁目 0.99ha

農学部から2.5km，
徒歩15分

（実験苗畑）
　 ？年～1959年　学内苗畑
1959年～2016年　実験苗畑
2017年～　農学部が直接管理

鹿児島市
郡元1-21-24 0.33ha

郡元キャンパスの北端にあ
ります

（垂水実験地）
1958年～1991年　垂水貯木場を設置
1991年～1999年　育苗実験地
1999年～2013年　垂水実験地（2013年 売却済み）

垂水市本城
港平3975-1 0.46ha 垂水フェリーを利用して約

60分。垂水港から車で5分。

（佐多演習林）

1909年～2004年　佐多農林実習場として設置，のちに改称
2005年～　農学部が直接管理
九州本土最南端，佐多岬の一角を占める。当初はクロマツと常
緑樹の点在する原野。のちに亜熱帯有用樹種の試験栽培を経
て，亜熱帯樹木が混生する林相に。霧島錦江湾国立公園の第
2種特別地域です。

南大隅町
佐多馬籠349 229.23ha 垂水フェリーを利用して

約160分。
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表-10　演習林一覧

この冊子は間伐材を使った
紙を使用しています

間伐材マーク

（間伐材クレジットパルプ10％以上，古紙30％以上）

（2016.07・事務所空撮）


